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Pos: 1 /TD /Pr oduktbeschrei bung/Gr undleg ende Eig enschaften/testo 275/Inbetriebnahm ehi nweise Kali brier ung tes to 275 @ 15\m od_1407391938938_79.docx @ 194097 @  @ 1 

 
testo 270 をご使用になる前に 
 
お客様へ 
testo 270 食用油テスターをご購入いただき、誠にありがとうございます。 
testo 社は、すべての製品において、工場での出荷前検査および、精度調整を行って

います。お客様がご使用になってからも精度レベルを維持するため、定期的なチェック

をお勧めします。 
 

testo 270 食用オイルテスターには以下のチェック方法があります。: 
1 testo 校正試験所（ドイツ）での ISO 校正(精度±2% TPM1): 

testo グループの校正機関である Testo Industrial Services において、ご購入いた

だいた testo270 の 2 点校正（3％と 24％TPM）を行っています。ISO ラボ環境での

校正サービスをご希望の場合は、型番 0520 0028 で注文を承ります。  
 

さらに、以下の方法で、お客様ご自身による testo270 のチェックも可能です。 
2 testo 基準オイルを使用する方法 (精度±2.5% TPM1): 

製品に付属している testo 基準オイル(型番 0554 2650／100ml 入り×1 本) を使

用して、お客様ご自身による testo 270 のチェックができます。また、必要に応じて

調整を行うことも可能です。(本取扱説明書の記載事項をよくお読みください。) 
3 新しいフライ油を使用する簡単な性能テスト(精度±3% TPM1): 

基準オイルによる調整を行わないで、簡単に性能テストをすることができます。testo 
270 の初期設定時に、業務で使用している未使用のフライ油を+150 ～ +180 ℃に

熱し、テスト測定を行います。  
テスト測定は連続して繰り返し行い、それぞれの測定値を記録していきます。こうして

得られた測定値の平均を求め、今後のテスト測定時の基準値として使用します。テ

スト測定には、+150～+180℃に熱したフライ油を使用してください。  
フライ油の種類や違うメーカーのフライ油を使用する場合は、必ず基準値の算出を

やり直してください。 
業務で使用しているフライ油の基準値: 
 
TPM% 
 
___________________________ 
 
 

 
1 基本的に Testo 社基準では、雰囲気温度+25℃にて試験を行っています。 
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Pos: 4 /TD /Überschriften/2. Sicherheit und Umw elt  @ 0\m od_1173774719351_79.docx @ 292 @ 1 @ 1 
 

2 安全上の注意と環境保護 
Pos: 5 /TD /Überschriften/2.1 Zu di esem  Dokum ent @ 0\mod_1173775252351_79.docx @ 346 @ 2 @ 1 
 

2.1. 取扱説明書について 
 

取扱説明書のご使用法 
> 製品をご使用になる前にこの取扱説明書をよく読み、製品についてあ

らかじめご理解ください。安全上の注意に留意し、けがのないよう取扱

いにご注意ください。また、製品にダメージのないよう注意を払ってく

ださい。 
> この取扱説明書はお手元に置いていただき、必要に応じて参照してく

ださい  
> 別の方がこの製品をご使用になる場合、この取扱説明書をお渡しくだ

さい。 
 

警告 
以下の記号がついた事項は内容をご理解いただき、注意を払ってくださ

い。記号の意味は以下の通りです。 
 

記号 記号の意味 

危険 重傷を負う危険性があります 

警告 軽傷を負う危険性があります 

注意 製品に物的損害を起こすおそれのある環境で

す。 
Pos: 6 /TD /Sicherheit und Umw elt/Zu di esem  Dokum ent/Verw endung/Verw endung (Standar d) @ 0\mod_1173775068554_79.docx  @ 337 @ 5 @ 1  
Pos : 7 /TD /Sicherheit und Umw elt/Zu di esem  Dokum ent/Symbole und Schr eibkonventi onen/Tabellenkopf W arnhinw eise @ 2\m od_1207645198296_79.docx  @ 14334 @ 5 @ 1 
 
 
Pos : 10 /TD/Sicher heit  und Umw elt/Zu diesem D okument/Sym bol e und Schrei bkonventionen/Tabellenkopf Sym bole und Schrei bkonv. @ 2\mod_1207652481703_79.docx @ 14452 @ 5 @ 1 
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記号とその意味 
 

記号  意味  
 
Pos : 11 /TD/Sicher heit  und Umw elt/Zu diesem D okument/Sym bol e und Schrei bkonventionen/Sym bole und Schrei bkonv . [Standard_kl ein]  @ 2\m od_1207652632140_79.docx  @ 14470 @  @ 1 
 
 

 
説明:取扱いに関する 基本または詳細情報 

 
 

1. ... 
2. ... 

操作: 番号に従い、一連の作業を順番に操作 

 
 

> ... 操作: 単独の操作、またはオプション操作. 
  

- ... 操作結果 
 
Pos: 12 /TD/Sicher heit  und Umw elt/Zu diesem D okument/Sym bol e und Schrei bkonventionen/Schrei bkonv. M enü @ 2\m od_1207655303453_79.docx @ 14488 @  @ 1 
 

Menu ディスプレイに表示される各項目、または,プログラムされ

たユーザインターフェイス 
 
Pos: 13 /TD/Sicher heit  und Umw elt/Zu diesem D okument/Sym bol e und Schrei bkonventionen/Schrei bkonv. [OK] @ 2\mod_1207655489218_79.docx @ 14506 @  @ 1 
 

[OK] 測定器のコントロールキー、またはプログラムされたユー

ザインターフェイス  
 
Pos: 14 /TD/Sicher heit  und Umw elt/Zu diesem D okument/Sym bol e und Schrei bkonventionen/Schrei bkonv. Funktionen/Pfade (.. .|.. .) @ 2\m od_1207655781390_79.docx  @ 14524 @  @ 1 
 

... | ... 機能／表示メニューの順番 
 
Pos: 15 /TD/Sicher heit  und Umw elt/Zu diesem D okument/Sym bol e und Schrei bkonventionen/Schrei bkonv. Beispiel angaben (".. .") @ 2\mod_1207656016281_79.docx  @ 14542 @  @ 1 
 

“...” 入力例 
 Pos: 16 /TD/Ü berschrif ten/2.2 Sicherheit g ewährleis ten @ 0\m od_1173780783960_79.docx @ 366 @ 2 @ 1 
 

2.2. 安全上の注意 
Pos: 17 /TD/Sicher heit  und Umw elt/Sicherheit g ewährleis ten/Produkt bestimmungsgem äß verwenden @ 0\mod_1173781261848_79.docx @ 386 @  @ 1 
 

> 製品本来の目的にのみこの製品をご使用ください。正しく製品をお

取り扱いいただくために、テクニカルデータに記載されている範囲

内でご使用ください。無理な力を加えないでください。 
Pos: 18 /TD/Sicher heit  und Umw elt/Sicherheit g ewährleis ten/Ger ät bei Beschädigungen nicht i n Betri eb nehm en @ 0\mod_1186985945375_79.docx @ 2252 @  @ 1 
 

> ハウジングや電源アダプタあるいは電源線などに損傷の兆しがある

ときは、測定器の使用を直ちに中止してください。 
Pos: 19 /TD/Sicher heit  und Umw elt/Sicherheit g ewährleis ten/vor Or t gültige Sicherheitsbes timmungen beachten @ 0\m od_1186997107328_79.docx  @ 2298 @  @ 1 
 

> 測定対象物や測定環境に関して安全基準がある場合は、必ずそれ

らを遵守して測定を行ってください。 
Pos: 20 /TD/Sicher heit  und Umw elt/Sicherheit g ewährleis ten/Temperatur ang aben auf Sonden/Fühl ern @ 0\m od_1175693293070_79.docx @ 610 @  @ 1 
 

> 温度の測定範囲データはセンサにのみ適用されます。ハンドルや

ケーブル類は、特に記載がない限り、+７０℃以上の温度環境で使

用しないでください。 
Pos: 21 /TD/Sicher heit  und Umw elt/Sicherheit g ewährleis ten/Kei ne Messung an spannungs führenden Teilen @ 0\mod_1175692564164_79.docx @ 592 @  @ 1 
 

> 通電部品の上あるいは側で測定を絶対に行わないでください。 
 

Pos: 22 /TD/Sicher heit  und Umw elt/Sicherheit g ewährleis ten/tes to 270/Transport  und Lager ung @ 2\m od_1206696880578_79.docx @ 13401 @  @ 1 
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> 測定器の保管や輸送は、センサの損傷を防止するため、必ず専用

ケースに収容して行なってください。 
Pos: 23 /TD/Sicher heit  und Umw elt/Sicherheit g ewährleis ten/Nicht mi t Lösungsmittel n l agern @ 0\m od_1175692375179_79.docx  @ 583 @  @ 1 
 

> 溶剤（例えばアセトンなど）と一緒に保管しないでください。また、乾

燥剤を使用しないでください。 
Pos: 24 /TD/Sicher heit  und Umw elt/Sicherheit g ewährleis ten/N ur beschriebene W artungsarbeiten durchführen @ 0\mod_1175692705195_79.docx @ 601 @  @ 1 
 

> この取扱説明書に記載されている事項を守ってメンテナンスや修理

を行ってください。また、testo 純正部品を必ずご使用ください。 
Pos: 25 /TD/Ü berschrif ten/2.3 Umw elt schützen @ 0\mod_1173780843645_79.docx @ 375 @ 2 @ 1 
 

2.3. 環境の保護 
Pos: 26.1 /TD/Sicher heit  und Umwel t/Umw elt schützen/Akkus /Batterien entsorgen @ 0\mod_1175693637007_79.docx  @ 619 @  @ 1 
 

> 使用済みの電池は、所管自治体の廃棄方法の定めに従って処分

してください。 
Pos: 26.2 /TD/Sicher heit  und Umwel t/Umw elt schützen/Pr odukt entsorgen @ 0\mod_1173780307072_79.docx @ 357 @  @ 1 
 

> 本製品を廃棄する場合は、所管自治体の電子部品あるいは電子

製品の廃棄方法の定めに従って処分してください。  
--- Seitenw echsel --- @ 0\m od_1173774430601_0.docx  @ 283 @  @ 1 
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Pos: 28 /TD/Ü berschrif ten/3. Leistungsbeschr eibung @ 0\m od_1173774791554_79.docx @ 301 @ 1 @ 1 
 

3 仕様 
Pos: 29 /TD/Ü berschrif ten/3.1 Verw endung @ 0\m od_1176211016437_79.docx @ 695 @ 2 @ 1 
 

3.1. 使用方法 
Pos: 30 /TD/Leistungsbeschr eibung/Verwendung/testo 2xx/Verw endung (testo275) @ 15\m od_1407394154990_79.docx  @ 194132 @  @ 1 
 

testo 270 は、フライ油の劣化度をすばやくチェックする測定器です。 
加熱によって進行するフライ油の劣化を TPM 値（total polar 
materials:極性化合物量）で示します。 
testo 270 には次の機能を備えています。 
• フライ油の温度の表示: 

フライヤーに内蔵されている温度センサのチェックなど、温度表示

フライヤーの設定を行う際の指標となります。 
• TPM 値の表示 

フライ油の劣化の指標 
センサは testo 製の静電容量式であり、油の劣化生成物質全体を表す

極性化合物量を TPM 値として％で表示します。 
食用油の酸化を評価する指標として用いられる酸価（AV）や過酸化物

価（POV）など、遊離脂肪酸（FFA）の個別の測定は、testo270 では行

えません。 
 

 
測定するフライ油の温度は最低でも+40℃以上にする必要があ

ります。また、動作温度は最高+200℃です。 
 
 
 
 

 
本製品の以下の部分は、食品に長期間接触する物品に関する

欧州規制（EC 1935/2004）に準拠しています。 
センサ先端からプラスチック・ハウジングの 1cm 手前までのプロ

ーブ・シャフト部分 
尚、油に浸す深さは、本取扱説明書およびプローブ・シャフト上 
に max/min がマーキングされています。 

 
Pos: 31 /TD/Ü berschrif ten/3.2 Technische D aten @ 0\m od_1176211088437_79.docx  @ 704 @ 2 @ 1 
 

3.2. テクニカルデータ 
Pos: 32 /TD/Leistungsbeschr eibung/Technische D aten/Technische Daten (tes to275) @ 15\mod_1407394378201_79.docx  @ 194167 @  @ 1 
  

機能  説明  
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機能  説明  
測定範囲 温度:  +40.0～+200.0℃ 

TPM: 0～40% 

精度 温度: ± 1.5℃ 
TPM2: ±2% (+40.0～+190.0℃) 

分解能 温度: 0.1℃ 
TPM: 0.5% 

電源 単 4 型乾電池(AAA)×2 

バッテリ (単 4) IEC: LR03 
化学成分: Zn-MnO2 (アルカリ) 

バッテリ寿命 
（+20℃時） 

連続使用で約 25 時間 
（ディスプレイバックライトなしの場合、約 500 回

の測定に相当） 

温度センサ PTC 

TPM センサ 静電容量式センサ (testo) 

動作温度 0～+50℃ 

湿度 0～90%rh 

保管/輸送温度 -20～+70℃ 

ディスプレイ LCD, 2 行, バックライト付 

質量 255 g 

ハウジング 上部: ABS 
下部: ABS-PC、10%グラスファイバー 

外形寸法 約 50 mm x 170 mm x 300 mm (WxHxD) 

TPM 応答速度 約 30 秒 

保護等級 IP65 

適合 EC 指令 2014/30/EC 

 
Pos: 33 /TD/--- Seitenwechsel --- @ 0\m od_1173774430601_0.docx @ 283 @  @ 1 
  

 
2 雰囲気温度+25℃における TPM の精度 
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Pos: 34 /TD/Ü berschrif ten/4. Produktbeschr eibung @ 0\m od_1173774846679_79.docx  @ 310 @ 1 @ 1 
 

4 各部の名称と機能 
Pos: 35 /TD/Ü berschrif ten/4.1 Ü bersicht @ 0\m od_1176379946003_79.docx  @ 733 @ 2 @ 1 
 

4.1. 概要  
Pos: 36 /TD/Produktbeschr eibung/Ü bersicht/testo 275/Übersicht (testo275) @ 15\m od_1407396818539_79.docx @ 194203 @  @ 1 
 

 

 
1 ディスプレイ 
2 コントロールキー 
3 電池ボックス 
4 プローブ・シャフト 
5 TPM（オイル）センサ、 温度センサ 
6 浸漬深さ（Min. / 最浅） 
7 浸漬深さ（Max. / 最深） 
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Pos: 37 /TD/Produktbeschr eibung/Ü bersicht/testo 275/Displ ay (testo 275) @ 15\mod_1407397717503_79.docx @ 194238 @ 5 @ 1 
 

ディスプレイの表示 
 

表示 機能/特性 

 200 
(+200℃以上で点滅) 

フライ油の温度が測定範囲を超えている。 
 

 40 
(+40℃以下で点滅) 

フライ油の温度が測定範囲に達していない。 
 

Alarm  アラーム設定が有効 

PIN 設定モードがロックされている 

 電池残量 100% 

 電池残量 66% 

 電池残量 33% 

 電池残量 10% (電池切れ警告) 

Alarm  TPM 上しきい値を超えている 

Alarm  TPM 下しきい値を超えている 

Hold 測定値を固定表示 (手動操作) 

Auto-Hold 測定値を固定表示 (自動操作) 

°C  温度単位 (切換え可) 
 
Pos: 38 /TD/Produktbeschr eibung/Ü bersicht/testo 275/wichtige Displaym eldungen (testo 275) @ 15\m od_1407401135429_79.docx  @ 194273 @ 5 @ 1  

重要情報 
 

表示  説明 
000 点灯 測定器起動。利用可能状態で、センサがオイル

に浸されていない。 

190℃以上の測定値

が点滅  
測定温度が 190℃以上。温度が 190.1℃から

200℃の間で測定値が点滅。 

SER Service(サービス)- 測定器はサービスを受ける

必要があります。テストーのサービスセンターにご

連絡ください(または 3 ページの 1 参照)。 
 
Pos: 39 /TD/Produktbeschr eibung/Ü bersicht/testo 275/Bedi entasten ( tes to 275) @ 15\m od_1407401539747_79.docx @ 194308 @ 5 @ 1 
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コントロールキー 
 

ボタン 機能/特性 

[ ] • 測定器の電源オン・オフ 
• 測定器の設定 

[Hold] • 測定値の固定表示 
• 測定モードの切換 
• 測定器の設定 

[ ] • オン/オフ; yes/no - 測定器の設定 

[ ] • オン/オフ; yes/no - 測定器の設定 
 
Pos: 40 /TD/Produktbeschr eibung/Ü bersicht/testo 275/Batteriefach (tes to 275) @ 15\mod_1407401830742_79.docx @ 194343 @ 5 @ 1 
 

電池ボックス  

 
Pos: 41 /TD/Ü berschrif ten/4.2 Grundl egende Eigenschaften @ 0\m od_1176380399692_79.docx @ 742 @ 2 @ 1 
 

4.2. 電源  
Pos: 42 /TD/Produktbeschr eibung/Grundlegende Eigenschaften/testo 270/Str omversorgung @ 2\m od_1206701354953_79.docx @ 13477 @ 5 @ 1  

電源供給 
本体の電源は、乾電池で作動します(単 4 乾電池×2 本)。電池が同梱

されています。 
Pos: 43 /TD/--- Seitenwechsel --- @ 0\m od_1173774430601_0.docx @ 283 @  @ 1   
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Pos: 44 /TD/Ü berschrif ten/5. Erste Schritte @ 0\mod_1173774895039_79.docx  @ 319 @ 1 @ 1 
 

5 初期操作 
Pos: 45 /TD/Ü berschrif ten/5.1 Inbetriebnahm e @ 0\m od_1185342823812_79.docx @ 1885 @ 2 @ 1 
 

5.1. 測定の準備 
Pos: 46 /TD/Erste Schrit te/testo 275/Batterien einl egen (testo 275) @ 15\m od_1407402146449_79.docx  @ 194379 @ 5 @ 1 
 

電池の装填 

注意 

電池の極性（＋/－）を誤って装填すると、測定器が壊れる可能性があり

ます。 
> 電池装填時には、極性（＋/－）を間違えないようご注意ください。 
 

 
 

 
1. 電池ボックスの蓋についているネジを開けます。 

 
2. バッテリホルダーを引き出します。 
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3. 電池を装填します。極性を間違えないようにしてください。 

 
4. 電池を装填したら、トレイを電池ボックスに押し込みます。 
5. 電池ボックスの蓋を閉じ、ネジを締めます。 
6. 測定器の電池を入れます: [ ] ボタンを押します。 

- ディスプレイテストが始まります: すべてのセグメントのライトが点灯します。 
- 測定器が測定モードになります・ 
- 000 が点灯すると、測定器のスタンバイが完了したことを意味します。 

7. 測定しない場合は、電源を切ってください。 
Pos: 47 /TD/Erste Schrit te/testo 275/Aufbew ahr ung @ 15\mod_1407407083273_79.docx @ 194414 @ 5 @ 1  
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testo 270 の保管 
吊り具 

 
> 使用しない時はフックなどに掛けられるようになっています。（上図

参照） 
 
プラスチックケース 
- 汚れや破損から守るため、testo 270 は専用のプラスチックケースに収

納できるようになっています。 
Pos: 48 /TD/Ü berschrif ten/5.3 Produk t kennenl ernen @ 0\mod_1185342901015_79.docx @ 1894 @ 2 @ 1 
 

5.2. 各種機能と操作方法 
Pos: 49 /TD/Erste Schrit te/testo 275/Ger ät ei n-/ ausschalten (testo 275) @ 16\m od_1408009443923_79.docx @ 196896 @ 355 @ 1  

5.2.1. 電源のオン/オフ 
電源オン 
> ディスプレイに項目が表示されるまで [ ] を押します。 
- ディスプレイのテストが始まり、すべてのセグメントが表示されます。 
- 測定モードに切り換わり、測定の準備が完了しました。 

電源オフ 
> [ ] を 2 秒以上長押しします。 
 - ディスプレイが消え、測定器の電源が切れます。 

Pos: 50 /TD/Erste Schrit te/testo 275/Ü berschrif t Beschrei bung wichtiger Funkti onen @ 16\m od_1408002615627_79.docx @ 196757 @ 3 @ 1 
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5.2.2. 測定のための重要な機能とディスプレイ  
Pos: 51 /TD/Erste Schrit te/testo 275/Alarm Backlight @ 15\mod_1407407343094_79.docx @ 194449 @ 3 @ 1 
 

5.2.2.1. アラームインジケーター 
アラームインジケーターは、2 段階のアラームが設定でき、測定した

TPM 値に応じてディスプレイの色が以下の通り変わります。 
 

緑 TPM 値が下側の しきい値未満 

黄色 TPM 値 が下側の しきい値以上、上側のしきい値未満 

赤 TPM 値 が上側のしきい値以上 

初期設定ではアラームインジケーターの機能はオンになっています。 
TPM の下側と上側のしきい値は以下の通りです。 
(testo 270 標準セット、製品型番 0563 2750 のみ): 

下側のしきい値 20%  

上側のしきい値 24%  

アラームインジケーター機能の解除/設定については、P19, 測定器の

設定を参照。 
TPM の設定方法は P17, TPM しきい値の設定を参照。 

Pos: 52 /TD/Erste Schrit te/testo 275/TPM-Gr enzw erte eins tell en (tes to 275) @ 15\m od_1407409482149_79.docx @ 194519 @ 355 @ 1 
 

5.2.2.2. TPM しきい値の設定 

 
TPM しきい値は 0 ～ 40% の間で設定が可能です。上側のし

きい値 (Alarm ) は下側のしきい値 (Alarm ) より少なくとも

1%高くなるようにしてください。 
 

 

  

 
上側と下側の TPM しきい値を適用するには、[Hold]ボタンで上

側の TPM 値を確定してから下側の設定を行ってください。 
 
 

下側の TPM しきい値の設定 
設定モードでの測定器の操作方法は P20, 設定の実行を参照 
1. ディスプレイに下側のしきい値と Alarm  が表示されます。 
- アラームインジケーター機能がオンになっている場合: ディスプレイが

黄色になります。 
2.  [ ] または [ ] ボタンで数値を変更します。 
3. 値が決まったら、[Hold] ボタンで確定します。 
- 新たな下側のしきい値が適用されました。 
- 次に上側の TPM しきい値の設定 (Alarm ) に切り換わります。 
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上側の TPM しきい値の設定 
測定器が以下の状態であることが条件です。 
 設定モードにし、下側の TPM しきい値を [Hold] ボタンで確定してか

ら操作してください。 
1. ディスプレイに上側のしきい値と Alarm  が表示されます。 
- アラームインジケーター機能がオンになっている場合: ディスプレイが

赤色になります。 
2. [ ] または [ ] ボタンで数値を変更します。 
3. 値が決まったら、[Hold] ボタンで確定します。 
- 新たな上側のしきい値が適用されました。 
> 設定モードで次の操作をする場合、または設定モードを終了する

場合は、[ ] ボタンを押します。 
Pos: 53 /TD/Erste Schrit te/testo 275/H old-Funkti on ( tes to 275) @ 15\m od_1407409349521_79.docx @ 194484 @ 4 @ 1  

5.2.2.3. ホールド機能  
測定値のホールド（固定）表示を都度行うことができます。 
測定器の状態: センサがオイルに浸されていること 
1. [Hold] ボタンを 1 秒以下で短く押してください。 
- Hold がディスプレイに表示されます。 
- 測定値が固定表示されます。 
2.  測定モードへの切換: [Hold] ボタンを 1 秒以下で短く押してくだ

さい。 
- ホールド機能が解除されました。 
- 現在の測定値表示になり、最新の測定値が表示されます。 

Pos: 54 /TD/Erste Schrit te/testo 275/Auto-H old Funkti on (testo 275) @ 16\m od_1408003188527_79.docx  @ 196826 @ 4 @ 1 
 

5.2.2.4. 自動ホールド機能 
自動ホールド機能 （Auto-Hold） が有効になっていると、一定の時間

内で安定した測定値が得られた場合、自動的にその測定値が固定表

示されます。 
自動ホールド機能 （Auto-Hold） の設定/解除をるす場合は、設定の

実行, P 20 を参照 
Pos: 55 /TD/Erste Schrit te/testo 275/Auto off Funkti on (tes to 275) @ 16\m od_1408003278359_79.docx @ 196861 @ 4 @ 1 
 

5.2.2.5. 自動電源オフ機能 
自動電源オフ機能 （Auto-off） を設定する場合、 ある一定の時間が

経過すると自動的に電源がオフになります。 
• 測定器が測定モードになっている場合: 2 分後に自動的にスイッチが

切れます。 
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• 測定器がホールドまたは設定モードになっている場合: 10 分後に自

動的にスイッチが切れます。 
自動電源オフ機能 （Auto-off） の設定/解除については、P 19, 測定

器の設定を参照 
Pos: 56 /TD/Erste Schrit te/testo 275/Batteriekapazität  (testo 275) @ 16\m od_1408002874610_79.docx @ 196791 @ 4 @ 1 
 

5.2.2.6. バッテリ残量の表示 
バッテリの残量が少なくなってくると、ディスプレイに バッテリマーク

( ) が点灯します。バッテリ残量がなくなると ( ) マークが点滅しま

す。この場合は、30 分以内にバッテリがなくなることを意味しています。 
バッテリの電圧が低くなると自動的に電源が切れます。 

> バッテリの交換方法は、P 28, 電池の交換を参照 
Pos: 57 /TD/Erste Schrit te/testo 275/Ger ät konfiguri eren (testo 275) @ 15\m od_1407410840205_79.docx  @ 194589 @ 35 @ 1 
 

5.2.3. 測定器の設定 
設定モードでの設定オプション 

 

設定 設定オプション 

TPM しきい値の設定 
Alarm , Alarm  

下側のしきい値 Alarm  
上側のしきい値 Alarm  

校正の実施 
CAL 

no: 校正をしない 
yes: 校正をする 

測定値の自動固定表示 
 Auto-Hold 

on: 自動的に測定値が固定表示さ

れます。 
off: 自動的に測定値が固定表示さ

れません。 

測定器の自動電源オフ 
 Auto-off 

on: 2 分後または 10 分後に電源

が自動的に切れます。 
off: 電源は自動的に切れません。 

アラームインジケーターの表示 
Alarm  

on: アラームインジケーターを設定 
off: アラームインジケーターを設定

しない、または解除。 

温度単位の設定 
°C 

°C  

設定のロック 
TPM のしきい値を含む  
PIN 

no: 設定をロックしない、または解

除 
yes: 設定ロックします。 
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設定 設定オプション 
測定器のリセット 
rst 

no: 工場出荷値に戻さない。  
yes: 調整値をリセットし、工場出荷

値に戻す。  

ファームウェアバージョン 製品のファームウェアバージョンを

表示. 
 
Pos : 58 /TD/Erste Schrit te/testo 275/Konfig urati on durchführ en ( tes to 275) @ 15\m od_1407413778547_79.docx @ 194694 @ 5 @ 1 
 

設定の実行 

測定器の状態: 測定器の電源を切っておきます。 
1. 測定器の電源を入れます。 

> 測定器の電源を入れます。ディスプレイテストの間に [Hold] ボタ

ンを 2 秒間程度、長押しします。 
- 設定がロックされていると PIN の文字が表示されます。 
> ロックを解除するには、[ ] or [ ].ボタンで製品のシリアル番号の

下 2 桁をセットします。 
 
 

 
間違った PIN コード  (暗証番号) が入力されると、測定器は測定

モードになります。 
 
 

- 設定がロックされていない場合、しきい値の設定ができます。 
2. しきい値の設定 

- ディスプレイに Alarm  の文字が点灯します。 
> 低い方のしきい値の設定 (Alarm ): [ ] または [ ] ボタンで値

を表示させ、確定したら [Hold] ボタンを押します。 
- ディスプレイに Alarm  の文字が点灯します。 
> 高い方のしきい値の設定 (Alarm ): [ ] または [ ] ボタンで値

を表示させ、確定したら[Hold] ボタンを押します。 
3. 校正を実施する / しない 

- ディスプレイに CAL と no または yes の文字が点灯します。 
> 校正を実施する / 実施しない / 調整する (no は設定): [ ] または 

[ ] ボタンで操作し、[Hold] で確定します。 
- yes を選択: 測定器の校正 / 調整が可能。P 29, 測定器の校正を

参照 
- no を選択: 校正 / 調整が不可能 

4. 自動ホールド表示. 
- ディスプレイに Auto-Hold と on または off が点灯。 
> Auto-Hold の on または off: [ ] または [ ] ボタンで切換え、

[Hold] ボタンで確定します。 
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5. 測定器の自動電源オフ 
- ディスプレイに Auto-off と on または off が点灯します。 
> Auto-off の on または off: [ ] または [ ] ボタンで切換え、 

[Hold] ボタンで確定します。 
6. アラームインジケーターの設定 

- ディスプレイに Alarm  と on または off が点灯します。 
> アラームインジケーターの on または off: [ ] または [ ] で切換

え [Hold] ボタンで確定します。 
7.  温度単位の設定. 

- ディスプレイに°C  が点灯 
> 温度単位の設定: (°C): [ ] または [ ] ボタンで切換え、[Hold] 

ボタンで確定します。 
8. PIN （暗証番号）の設定. 

- ディスプレイに PIN と yes または no が点灯します。. 
> PIN の設定: 有効(yes) または 無効(no) にします。(初期設定は 

no です。). 
9. リセットする（工場出荷値に戻す）. 

- ディスプレイに rst と yes または no が点灯します。 
> rst の設定: [ ] or [ ] ボタンでリセット 
- yes を選択: 調整された値を削除しリセットします。(工場出荷値に

戻します。  
- no を選択: リセットしません。調整された値が保持されます。 

Pos: 59 /TD/Erste Schrit te/testo 275/Konfig urati on verl assen / speichern @ 15\m od_1407412864655_79.docx @ 194659 @ 5 @ 1 
 

設定の中止と保存 
設定モードから通常モードへの早期切換え 

 
 

 
設定モードは、校正中または調整中には通常モードに切り替える

ことができません。 
 
 

> 設定モードからの早期切換え: [ ] ボタンを 1 秒程度長押しします。 
- 設定モードが中止になります。 
- それ以前の設定条件が設定されます。[Hold] ボタンで確定、適用さ

れます。 
- 測定器が通常モードになります。 
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Pos: 60 /TD/Erste Schrit te/testo 275/Konfig urati onsmodus sperren/entsperr en (tes to 275) @ 15\m od_1407488193105_79.docx @ 194737 @ 3 @ 1 
 

5.2.4. 設定条件のロックとその解除 
設定モードでの TPM しきい値を含む、各設定条件をロックすることが可能

です。初期設定はロックされていない状態で出荷されます。 (PIN は無効 
no になっています。) 
測定器の状態: 測定器は設定モードにして下さい。 

> 設定モードから、PIN の画面になるまで、[Hold] ボタンを数回押し

てください。ディスプレイに yes または no が点灯します。 
設定条件をロック 

> PIN の有効化: [ ] または [ ] ボタンで yes を表示 
- PIN が有効になり、設定条件がロックされました。 

 
 

 

 
製品のシリアル番号の下 2 桁が自動的に PIN コードとして設定

されます。 
(測定器本体に貼付されている銘板をご確認ください。) 

 
 

ロックを解除 
測定器の状態: PIN が有効になっていて、設定モードの状態 

PIN の入力: 
> 1 桁目の数字の選択: [ ] または [ ] ボタンで数値を入力し、

[Hold] ボタンで確定します。 
> 1 桁目の数字の選択: [ ] または [ ] ボタンで数値を入力し、

[Hold] ボタンで確定します。 

 
間違った PIN コードが入力されると、測定器は自動的に測定モ

ードに切り換わります。 
 
 

- 条件設定で稼動している場合、設定モードは有効です。 
PIN:無効にする 
> [Hold] ボタンを PIN と yes/no が表示されるまで何度か押します。 
> PIN の無効化: [ ] or [ ] ボタンで no を選択します。 
- PIN コードの入力をしなくても、設定は実行できます。 

Pos: 61 /TD/--- Seitenwechsel --- @ 0\m od_1173774430601_0.docx @ 283 @  @ 1 
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Pos: 62 /TD/Ü berschrif ten/6. Produkt verw enden @ 0\m od_1173774928554_79.docx  @ 328 @ 1 @ 1 
 

6 操作 
Pos: 63 /TD/Produkt verw enden/testo 275/Allgemei ne Messhi nweise (testo 275) @ 15\mod_1407491032301_79.docx @ 194774 @ 25555 @ 1 
 

6.1. 測定全般 
testo 270 は、フライ油の劣化状態を素早く測定することができます。 
測定可能なフライ油 
原則として、本製品はすべての食用油に対応しています。 
菜種油、大豆油、ゴマ油、パーム油、オリーブ油、綿実油、ピーナツ油な 
ど、すべての植物性、そして動物性フライ油の測定が可能です。 
新品の油でも種類により、TPM 値に数％の差があります。 
ただし、フライ油としての使用可能な期間がこれによって決まるわけではあ

りません。 
例: 新しいパーム油の TPM 値は他のフライ油よりも若干高いが、劣化の

速度は他の油より遅いことが挙げられます。 

添加物の使用 
testo270 は、添加物のない純粋なフライ油の測定用として設計されてい

ます。したがって、油に添加物が入っていると、正確な測定が行えないこと

があります。 

クロマトグラフィーと testo270 の比較 
フライ油は、様々な極性物質で構成されています。油の劣化が進むと、高

極性の化合物の比率が増加してきます。クロマトグラフィーでは、油脂を極

性化合物群と非極性化合物群に分離・抽出し、油脂全体に対する極性化

合物の比率を、％TPM 値 （Total Polar Materials: 極性化合物量） として

算出します。 
カラム・クロマトグラフィーによる％TPM 値は、極性化合物と非極性化合物

の境界をどこに置くかによって多少異なってきます。 
油の種類によっても、極性化合物と非極性化合物が多少異なってきます

が、クロマトグラフィーによる識別は困難です。 
これとは対照的に、testo270 では油全体（非極性化合物、極性：低～高

極性化合物全体）の極性度を測定します。したがって、testo270 による測

定値は、カラム・クロマトグラフィーによる測定値より、高い場合も低い場合

もあります。 
その一例が、ココナッツ油です。この油を testo270 で測定すると、クロマト

グラフィーより高い TPM 値が出ますが、ココナッツ油はフライ油としてでは

なく、ロースト用として用いられることが多いです。 
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遊離脂肪酸（FFA: Free fatty acids） 
testo270 は、揚げ物を揚げた事によって起こるフライ油の劣化に深く関わ

る極性化合物（％TPM）を測定しますが、保管時の油の劣化状態を測定

する場合は、遊離脂肪酸（FFA）量が使用されます。しかし、FFA は加熱

による油の劣化の測定にはあまり適していません。testo270 では、FFA 
の測定は行いません。 

中性脂肪重合体／ポリマー・トリグリセリド(PTGs: Polymeric 
triglycerides) 
調理用油のチェックに、ポリマー・トリグリセリド（中性脂肪重合体量： 
PTG：Plymeric triglycerides）が使用されることが多くなっています。この 
方法による測定値は、ほとんどの場合％TPM 値に比例する値となります。 
PTG ≈ % TPM/2 

Pos: 64 /TD/Produkt verw enden/testo 275/M essungen durchführen (testo 275) @ 15\mod_1407494268340_79.docx @ 194919 @ 255 @ 1 
 

6.2. 測定 
 

注意 

不適切な機器の取り扱いをしないでください。 
> 無理な力を加えないでください。 

 
 

 危険 
火傷に注意！ 
 油に浸ったセンサやプローブ・シャフトなどは熱くなっています! 
> 高温のセンサやシャフトに手を触れないで下さい。 

> 火傷をしたときは、直ちに冷水で冷やし、必要に応じて医師の診察 
を受けてください。 
 

 
 

 
正確な測定を行うために、下記の注意事項をお守りく

ださい。 
• フライを揚げている時の泡は、測定値に影響を与えます。揚

げ種をフライ油から取り除き、泡が消えるまで最低１分、でき

れば 5 分経ってから測定を行ってください。 
• 水分混入による測定エラーと考えられるとき: 

5 分後に再度測定を行ってください。（その間はフライ油の

使用を中止し、油温度を高温に保ってください）それでも測

定値が低い場合は、測定値が安定するまで、5 分間隔で測

定を繰り返してください。 
• 測定に影響を与える可能性がありますので、測定時はセン
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サ部を金属製品（例：揚げ物かごや油槽の壁など）に接近さ

せないでください。最低でも 1cm は金属製品から離してくだ

さい。 
• 油の温度が 40℃～200℃の間で測定を行ってください。 
• シャフトの min. と max. マークの間に油面がくるようにセン

サを浸漬させてください。 
• フライ油の「温度ムラ」がエラーの原因となることがあります。

フライ油のなかでセンサ部を動かしてください。 
• センサに油が付着したまま、別の油を測定しないよう、測定

ごと、あるいは違う油槽で測定する時はセンサの洗浄を行っ

てください。P 27, センサのクリーニングを参照。 
• 電磁気の影響を避けるため、測定時はフライヤーの電源を

切るか、フライ油からサンプルを採取して測定してください。 
• 油の種類や揚げ種など各種条件によって変わってきます

が、TPM 値が 24%前後を示したときは、フライ油の交換を

お勧めします。TPM 値が、国の法律やガイドラインやで定め

られている場合には、それに従いフライ油の交換を行ってく

ださい。  
 
 

自動ホールド機能が起動しているとき 
1. フライ油にセンサを浸します。浸す深さにご注意ください！ 
- フライ油の温度が測定範囲内(40～200℃)のとき: ディスプレイ上に 

Auto が点滅し、測定値に応じてアラームインジケーター(ディスプレ

イ)の色が変化します。 
2. ディスプレイに Auto Hold が表示されるまで、そのまま待ちます。 
- 測定値は自動的に固定表示され、アラームインジケーター機能がオン

になっている場合は、ディスプレイが点灯します。 
3.  測定値を読み取ります。 
4.  測定モードに変更する場合: [Hold] ボタンを短く(1 秒以内)押します。 
自動ホールド機能を起動していないとき 
1. フライ油にセンサを浸します。浸す深さにご注意ください。 
2. フライ油の温度が測定範囲内（40～200℃）のとき: 測定値の安定化

時間（約 30 秒間）が経過するまで、そのまま待ちます。 
- 測定値がディスプレイに表示されます。 
- 測定値の表示が変動しなくなったら、測定を終了します。 
3.  測定値のホールド: [Hold] ボタンを押して(1 秒以内)すぐに離します。 
- ディスプレイ上に Hold が表示されます。 
- 測定値が固定表示されます。 
4.  測定値を読み取ります。 
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5. 測定モードへ戻る: [Hold] キーを押して(1 秒間以内)すぐに離します。 
Pos: 65 /TD/Produkt verw enden/testo 270/Funktionstes t @ 4\mod_1248176181060_79.docx @ 46233 @ 2 @ 1 
 

6.3. 機能テスト 
調整を行わないシンプルな機能テスト（約±3% TPM）として、150～
180℃の新品フライ油を使用して簡単な機能テストを行うことを推奨します。  
この機能テストは、使用中のフライ油に新品のフライ油を補充するたびに 
実施することを推奨します。 
1. 150～180℃の未使用フライ油で測定を行います。P 25, 測定を参照 
2. 測定値をメモしておきます。  
3. ステップ 1 と 2 を数回繰り返します。 
- すべての測定値の平均値を求めます。この値が以降の機能テストの基

準値となります。  
 

 
フライ油の種類やメーカーを変更したときは、そのフライ油で再 
度基準値の算出を行なってください。 

 
 

 
基準値に比べて差異が大きい場合は、testo 基準オイルを使っ 
た測定器の校正/調整を行ってください。P 29, 測定器の校正を

参照 
 

 
基準値メモ欄: 
 
___________________________ 

Pos: 66 /TD/--- Seitenwechsel --- @ 0\m od_1173774430601_0.docx @ 283 @  @ 1 
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Pos: 67 /TD/Ü berschrif ten/7. Produkt i nstand halten @ 0\m od_1173789831362_79.docx  @ 397 @ 1 @ 1 
 

7 メンテナンス 
Pos: 68 /TD/Produkt i nstand halten/testo 275/Batterien wechsel n (testo 275) @ 15\m od_1407494908084_79.docx  @ 194985 @ 2 @ 1 
 

7.1. 電池の交換 
 

 

注意 

電池の極性を誤って装填すると、測定器が壊れる恐れがあります! 
> 電池を装填するときは、極性（＋/－）を間違えないようご注意くださ

い。 
 

 
 

測定器の状態: 測定器のスイッチはオフにしてください。 
1. 電池ボックスのネジを緩め、電池ボックスを開けます。 
2. 電池ホルダーから古い電池を取り出し、新しい電池を装填します。(単

4 乾電池). 
3. 電池ボックスを閉じ、ネジを締めます。 

Pos: 69 /TD/Produkt i nstand halten/testo 270/Sensor rei nigen @ 2\mod_1206628000890_79.docx @ 13273 @ 25 @ 1 
 

7.2. センサのクリーニング 
 

 

 危険 
測定器のパーツ（センサやプローブ・シャフト等）に触ると火傷する危険 
があります! 
> 熱くなった測定器のパーツに直接触らないでください。 
> クリーニングを行なうときは、測定器が冷めていることを必ず確認し

てください。 
> 火傷を負ったときは直ちに患部を冷水などで冷やし、必要なら医師

の診察を受けてください。 
 

 
 

 

注意 

センサが壊れる恐れがあります! 
> センサに付着した冷めた油を無理に拭き取らないでください。 
> 鋭利なものでセンサに付着した油を剥がさないでください。 
> 強力な洗剤や溶剤は使用しないでください。 
不適切な機器の取り扱いをしないでください。 
> 無理な力を加えないでください。 
 

 

> 水、または薄めた家庭用食器洗い用洗剤を使用してください。 
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> センサの洗浄には柔らかいペーパー・タオルを使用するか、流水です

すぎ洗いを行ってください。 
> 洗浄後柔らかいペーパー・タオルで水分を拭き取り、乾燥させます。 

センサ部に付着した油の除去 
1. センサ部を熱い油に一度浸して、取り出します。 
2. センサ部とプローブ・シャフトが火傷をしない程度に冷めるまで待ちま

す。 
3. センサ部に付着した油を拭き取ります。. 

Pos: 70 /TD/Produkt i nstand halten/testo 275/Gehäuse r einigen (testo 275) @ 16\mod_1408017834842_79.docx @ 196931 @ 2 @ 1 
 

7.3. ハウジングのクリーニング 
測定器の状態: 測定器の電源を切っておきます。 

 
 

注意 

ハウジングに傷がつく可能性があります! 
> 鋭利なものを使用しないでください。 
> 強力な洗剤や溶剤を使用しないでください。 
 

 
 
 

> 弱い家庭用クリーニング剤や標準的な家庭用洗剤、水道水、石鹸水

などを使用してください。 
> 湿った布で、ハウジングを拭いてください。 
> その後、ハウジングを乾燥させます。 

Pos: 71 /TD/Produkt i nstand halten/testo 275/Koffer rei nigen (testo 275) @ 16\m od_1413438648965_79.docx @ 202997 @ 2 @ 1  

7.4. プラスチックケースのクリーニング 
 

注意 

プラスチックケースに傷がつく可能性があります! 
> 鋭利なものを使用しないでください。 
> 強力な洗剤や溶剤を使用しないでください。 
 

 
 
 

> 弱い家庭用クリーニング剤や標準的な家庭用洗剤、水道水、石鹸水

などを使用してください。 
> 湿った布で、ハウジングを拭いてください。 
> その後、乾いた布でハウジングを拭いてください。 

Pos: 72 /TD/Produkt i nstand halten/testo 275/Ins tandhaltung Ger ät kalibri eren/j usti eren (testo275) @ 15\m od_1407495334611_79.docx @ 195020 @ 255 @ 1 
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7.5. 測定器の校正 / 調整 
testo 基準オイルを使用して比較校正を行うことで、測定器の精度チェック

が行えます。測定値が基準値から離れているときは、測定値を基準値に

合わせる（調整する）ことができます。 
 

 
• testo 270 は、testo 基準オイルを使用した定期的なチェック

と調整（精度+/-2.5% TPM）が必要です。メンテナンスの一

環として、月に一度のチェックを推奨します。 
• センサの校正/調整には、testo 基準オイルを使用されること

を推奨します。 (型番. 0554 2650 100ml×1 本入) 
• センサは測定のつど急激な温度変化を受けます。また、セン

サ表面の傷や汚れによる影響が生じている場合もありますの

で、testo サービス部門による年１回の点検をお薦めします。 
また、品質管理（例：ISO 9000）の観点からも、毎年１回、定期

的に校正証明書(精度±2%TPM, +25℃時)を更新されることを

お薦めします。 
  
 

校正/調整の準備 
1. 校正/調整を行なう前に、センサのクリーニングを行ってください。P 27,

センサのクリーニングを参照 

 
基準オイルを熱している際、水が混入しないようご注意ください。

基準オイルは、50℃位に温めて下さい。 
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2. キャップを閉めた状態の基準オイル・ボトルを、湯を入れた容器（マグ

カップなど）に 10 分程度入れて 50℃位に温めます。(湯は基準オイ

ルのボトルのキャップより下になるようにしてください。) キャップをした

まま、ボトル内の基準オイルの温度が均一になるように、ボトルを静か

に振って下さい。 

校正/調整の実行 
1. 測定器の電源を入れ、ディスプレイに文字が表示される前に、[Hold] 

ボタンを約 2 秒押します。 
- PIN が無効になっている場合はディスプレイに Alarm  が点灯し

ます。 
> PIN が有効になっている場合: PIN コードを入力します。 

2. [Hold] ボタンで設定モードに切り換わった後、yes または no ボタン

でディスプレイに CAL の文字が点灯するまで数回押します。 
3. [ ] または [ ] ボタンで校正/調整機能をオンにします(yes)。 
4. [Hold] ボタンで確定します。 
- ディスプレイが OIL から CAL に点灯が変わります。 

 

 
基準オイルのボトルを手で持ったまま校正/調整を行うと、精度が

悪くなる可能性がありますので、ご注意ください。 
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5. センサを基準オイルに浸します。センサを浸す深さにご注意ください! 
- アラームインジケーター機能をオンにしている場合: ディスプレイ全体

が黄色になります。 
6. [Hold] ボタンで校正/調整を開始します。基準オイルの中でセンサを

静かに振るとオイルが均一になり、測定が速く行えます。 
- ディスプレイ全体が赤く点灯します。 
- TPM 値と油の温度が表示されます。 
- 測定値が安定するとコントロールキーが使用できるようになり、ディスプ

レイ全体が緑になります。 
7.  ディスプレイに表示されている TPM 値を、基準オイル・ボトルのラベル

上に記載されている基準値と比較します。 
> その差が 1％より大きいときは調整が必要です。 

ステップ 8 に進みます。 
> その差が 1％以下であるときは調整不要です。 

ステップ 9 に進みます。 

 
基準オイルを使用する調整は、工場出荷時の調整と比較 
すると 0.5％TPM 位の精度誤差があります。 

8.  [ ] または [ ] ボタンで TPM 値を、基準オイル・ボトルのラ 
ベル上に記されている値に設定します。 

  

 
TPM 値の調整は、最大±3%まで可能です。調整前の値が基準

オイル・ボトルの表示と±3％以上違う場合は、テストーのサービ

スセンターへお問い合わせください。 
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9. [Hold] ボタンで確定し、その他の項目の設定を行います。[ ] ボタン

で設定を終了することができます。 

リセットの実施 (調整値をリセットし、工場出荷値に戻す) 
1.  測定器の電源を入れ、ディスプレイテストが起動している間、[Hold] ボ

タンを 2 秒程度長押しします。 
- PIN が無効になっている場合、ディスプレイに Alarm  が点灯しま

す。 
2. [Hold],ボタンで設定モードに切り換え、ディスプレイに rst と yes また

は no が点灯します。 
3.  [ ] または [ ] ボタンで、yes (=調整値を削除して、工場出荷時の

値にリセットする) または no (=調整値のリセットは行なわない) を選択

します。 
4. [Hold] ボタンを押して確定します。 

Pos: 73 /TD/--- Seitenwechsel --- @ 0\m od_1173774430601_0.docx @ 283 @  @ 1 
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Pos: 74 /TD/Ü berschrif ten/8. Tipps und Hilfe @ 0\m od_1173789887985_79.docx @ 406 @ 1 @ 1 
 

8 トラブルシューティング 
Pos: 75 /TD/Ü berschrif ten/8.1 Fr agen und Antworten @ 0\mod_1177402017078_79.docx @ 1093 @ 2 @ 1 
 

8.1. Q&A 
Pos: 76 /TD/Ti pps und Hilfe/Fr agen und Antworten/Fr agen und Antw orten (testo275) @ 15\m od_1407496446093_79.docx @ 195065 @  @ 1 
 

ディスプレイの表示: 考えられる原因 / 対策 

 が点灯し、温度が点滅し、

<40°C が表示されている 
最低測定可能温度に達していない。 
> 油温を上げて下さい。 

 が点灯し、温度が点滅し、

> 200℃ が表示されている 
最高測定範囲を超えている。 
> 油温を下げて下さい。 

  が点灯 電池残量が少なくなった。(残り約 7 時間) 
> 電池を交換してください。P 28, 電池

交換を参照。 

 が点滅 バッテリ残量がなくなった。(残り約 30 分) 
> 電池を交換してください。P 28, 電池

交換を参照。 

000 が点灯 センサがオイルに浸されていない 
> センサをフライ油に浸してください。 

PIN が点灯 設定条件がロックされています。 
> 設定モードのロックを解除してくださ

い。 P 22, 設定条件のロックとその解

除 を参照。 

Err 1 が点灯 TPM センサの不良 
> お買い上げの販売店または弊社にご

連絡ください。 

Err 2 が点灯 温度センサの不良 
> お買い上げの販売店または弊社にご

連絡ください。 

Err 3 が点灯 TPM センサと温度センサの不良 
> お買い上げの販売店または弊社にご

連絡ください。 

Err 4 が点灯 その他の不良 
> お買い上げの販売店または弊社にご

連絡ください。 
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ディスプレイの表示: 考えられる原因 / 対策 
Err 5 が点灯 プローブのバージョンが対応していませ

ん。 
> お買い上げの販売店または弊社にご

連絡ください。 

ser が点灯 調整値入力の際、10％を越える TPM 値 
偏差が発生した。 
> 弊社サービスセンターでのテクニカ

ル・チェックをお勧めします。 
 

ここに記述されていない問題が発生した場合は、お買上げの販売店また 
はテストーサービスセンターへご連絡ください。 

Pos: 77 /TD/Ü berschrif ten/8.3 Zubehör und Ersatz teil e @ 0\mod_1177402058734_79.docx @ 1102 @ 2 @ 1  

8.2. アクセサリとスペアパーツ 
Pos: 78 /TD/Ti pps und Hilfe/Zubehör  und Ersatz teil e/Zubehör und Ersatz teil e (testo275) @ 15\m od_1407497041658_79.docx @ 195100 @  @ 1 
 

品名  型番 
testo 270 
本体、プラスチックケース、基準オイル 0563 2750 

testo 270 用プラスチックケース  0516 7301 

基準オイル (100ml × 1 本) 0554 2650 
 

アクセサリ/スペア･パーツに関するより詳細な情報は、製品カタログある 
いはテストー社のホームページをご覧ください。 

=== Ende der Liste für Textm arke Inhalt ===  

 





 

 

 

 
 
 

 

株式会社テストー 
 
〒222-0033 横浜市港北区新横浜 2-2-15 パレアナビル 7F 
● セールス TEL.045-476-2288  FAX.045-476-2277 
● サービスセンター（修理・校正） TEL.045-476-2266  FAX.045-393-1863 
● ヘルプデスク TEL.045-476-2547 
 
ホームページ https: //www.testo.com       e-mail info@testo.co.jp 
 
 

testo 270 食用油テスター 取扱説明書 0970 2750 JP 06(01.2024) 
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